
経営健全化方針に基づく取組状況（令和５年度） 
 

〇法人名：株式会社 銚子スポーツタウン 

〇経営健全化方針を策定した理由：債務超過が発生したため策定したもの。 

〇財政的リスクの状況 

 第６期 

決算 

（令和３年度） 

第７期 

決算 

（令和４年度） 

第８期 

決算 

（令和５年度） 

債務超過額  ▲121,729,525円 ▲142,890,191円 ▲146,051,818円 

〇主な取組状況(令和６年３月現在) 

【法人自らによる経営健全化のための具体的な対応】 

令和５年５月８日に新型コロナウイルス感染症の分類が５類感染症に移行したことによ

り、５月以降の宿泊予約が増加したため、大部屋しかない客室の配置を見直し、監督やコ

ーチ、マネージャーなど少人数でも利用しやすいよう２階洗面所を改修して、小部屋を設

置することで、客室の稼働率の向上を図った。また、寒い時期にも要望のあったバーベキ

ューが年間を通してできるようにバーベキュー小屋を設置し、客単価の向上につなげてい

る。 

令和５年度の宿泊者数延べ 9,685 人、対前年度比で 3,580 人増加、年間の客単価も平均

金額 11,501 円、対前年度比で 980 円増加、食事単価 3,933 円/人、対前年度比で 596 円の

増加となるなど、宿泊者数、客単価の向上に努めることで、昨今の物価高騰や賃金上昇に

伴う経費の増加に対応している。 

〇法人の財務状況 

 第６期 

決算 

（令和３年度） 

第７期 

決算 

（令和４年度） 

第８期 

決算 

（令和５年度） 

総売上高 31,032,833円 70,917,315円 116,372,657円 

経常利益・経常損失 ▲47,621,361円 ▲28,182,339円 ▲3,699,723円 

特別利益 14,814,718円 7,101,673円 618,096円 

税引前純利益・純損失 ▲32,806,643円 ▲21,080,666円 ▲3,081,627円 

当期純利益・純損失 ▲32,886,643円 ▲21,160,666円 ▲3,161,627円 

1株当たりの 

当期純利益・純損失 

 

▲328,866円 43銭 

 

▲211,606円 66銭 

 

▲31,616円 27銭 

総資産 216,599,617円 194,128,946円 191,404,523円 

純資産 ▲121,729,525円 ▲142,890,191円 ▲146,051,818円 


